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戦
後
65
年
の
節
目
の
年

国
家
道
義
復
活
に
最
善
の
努
力
を

平
成
22
年
度
活
動
方
針・事
業
計
画
を
決
定

岡山県遺族連盟

理事・評議員・監事合同会議
（ 3月28日：県連盟大会議室）

　

県
遺
族
連
盟
役
員
合
同
会

議
は
定
刻
の
午
後
一
時
三
十

分
に
開
会
。
近
常
副
会
長
が

開
会
を
宣
し
た
後
、
ご
英
霊

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

次
い
で
岸
本
会
長
が
挨
拶

に
立
ち
「
昨
年
か
ら
皆
様
に

大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
県
護
國
神
社
御

創
立
百
四
十
年
記
念
事
業

は
、
い
よ
い
よ
四
月
末
を
も

ち
ま
し
て
事
業
の
中
心
と
な

り
ま
す
〝
い
さ
お
会
館
〟
の

完
成
を
見
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
県
下
ご
遺
族
の
方
々

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
募
金
の
方
も
、
目
標
額
の

一
億
円
に
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
ま
で
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
い
て
ご
協
力
を
い
た

だ
く
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

夏
の
参
議
院
選
挙
が
近
く

な
り
、
中
央
の
方
で
も
次
々

と
新
党
が
誕
生
し
騒
が
し
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

遺
族
会
は
真
の
保
守
政
治
復

活
に
向
け
、
そ
の
た
め
の
努

力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
新
年
度
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
述
べ
、
引
き
続
い
て
の
支

援
を
要
請
し
た
。

　

次
い
で
岸
本
会
長
が
議
長

に
就
任
、
議
案
の
審
議
に
入

り
、
第
一
議
案
「
英
霊
顕
彰

並
び
に
処
遇
改
善
運
動
の
経

過
・
今
後
の
運
動
」
の
報
告

に
続
い
て
、
第
二
議
案
「
平

成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
、

同
事
業
会
計
補
正
予
算

（
案
）」、
第
三
議
案
「
平
成
二

十
二
年
度
活
動
方
針
・
事
業

計
画（
案
）」、第
四
議
案「
平

成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
、

同
事
業
会
計
予
算
（
案
）」
を

順
次
上
程
。
事
務
局
の
説
明

後
、
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
を
出

席
者
に
諮
り
、
各
議
案
は
了

承
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
当
面
す
る
諸
問

題
と
し
て
「
岡
山
県
護
國
神

社
御
創
立
百
四
十
年
記
念
事

業
」
が
上
程
さ
れ
、
事
務
局

が
、
⑴
昨
年
か
ら
の
事
業
の

経
緯
、
⑵
事
業
達
成
の
た
め

の
募
金
運
動
、
⑶
事
業
の
柱

　

昨
年
三
月
二
十
九
日
の
奉

賛
会
設
立
以
来
、
ご
英
霊
鎮

ま
る
岡
山
県
護
國
神
社
の
未

来
永
劫
の
社
頭
護
持
を
大
目

標
に
境
内
整
備
を
進
め
て
い

る
御
創
立
百
四
十
年
記
念
事

業
は
、
事
業
経
費
の
増
大
な

ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
各
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、
い
よ
い
よ
本
年
四

月
末
に
「
新
い
さ
お
会
館
」

並
び
に
「
参
拝
者
待
機
所
及

び
回
廊
」
の
完
成
を
見
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
業
に
伴
う
募
金
運

動
は
、
県
下
各
遺
族
会
会
員

の
理
解
の
も
と
進
め
て
い
る

が
、
今
後
、
県
下
企
業
な
ど

広
く
県
民
か
ら
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
る
。
低
迷
す
る

経
済
状
況
や
英
霊
顕
彰
に
対

す
る
意
識
の
希
薄
化
な
ど
困

難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
我
々

の
責
務
と
し
て
最
善
の
努
力

を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
昨
年
の
総
選
挙
で

自
民
党
は
歴
史
的
な
大
敗
を

喫
し
、
民
主
・
社
民
・
国
民

新
の
三
党
連
立
内
閣
が
誕
生

し
た
。
新
政
権
の
鳩
山
総
理

は
靖
國
神
社
不
参
拝
を
明
言

す
る
と
共
に
、
各
閣
僚
に
対

し
て
参
拝
自
粛
を
求
め
た
が
、

こ
れ
は
英
霊
へ
の
冒
涜
で
あ

り
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

我
々
は
引
き
続
い
て
、
遺
族

の
真
情
を
新
政
権
に
訴
え
る

と
共
に
、
真
の
保
守
政
党
復

活
に
期
待
し
、
そ
の
た
め
の

努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
戦
没
者
遺
族
に
対

す
る
処
遇
改
善
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
と
新
政
権
下
に
あ

っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
最
重

点
課
題
で
あ
っ
た
「
遺
児
の

洋
上
慰
霊
」
の
実
現
や
遺
骨

収
集
事
業
の
増
額
な
ど
一
定

の
成
果
を
得
た
が
、
今
後
も

同
様
の
措
置
を
得
ら
れ
る
保

証
は
な
く
、
政
府
、
国
会
等

の
動
向
を
注
視
し
運
動
を
進

め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
の
目
を
覆
う
ば
か
り

の
政
治
状
況
、
更
に
は
組
織

の
高
齢
化
な
ど
、
遺
族
運
動

を
取
り
巻
く
状
況
は
一
段
と

厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、

我
々
は
日
本
の
将
来
を
担
う

世
代
に
対
し
て
大
き
な
責
任

が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

英
霊
顕
彰
を
は
じ
め
と
す
る

国
家
道
義
復
活
の
た
め
、
引

き
続
き
前
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

こ
こ
に
平
成
二
十
二
年
度

活
動
方
針
並
び
に
事
業
計
画

を
策
定
し
、
懸
案
事
項
の
解

決
に
邁
進
す
る
。

活
動
方
針

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

　

我
が
国
が
今
日
、
平
和
と

自
由
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

の
は
、
国
の
た
め
に
命
を
捧

げ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
思

い
を
致
し
、
国
家
、
国
民
は

等
し
く
尊
崇
と
感
謝
の
誠
を

捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

平
成
十
八
年
夏
以
降
、
近

隣
諸
国
に
配
慮
し
て
か
、
国

を
代
表
す
る
総
理
が
我
が
国

の
戦
没
者
追
悼
の
中
心
で
あ

る
靖
國
神
社
に
参
拝
し
て
い

な
い
こ
と
は
、
声
な
き
ご
英

霊
と
の
約
束
を
破
る
も
の
で

あ
り
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
為

政
者
は
、
歴
史
論
争
と
戦
没

者
の
慰
霊
追
悼
は
全
く
別
次

元
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
心

し
、
正
常
な
る
独
立
国
家
の

姿
に
戻
す
責
任
が
あ
る
。

　

更
に
は
、
国
立
の
追
悼
施

設
建
設
構
想
は
、
靖
國
神
社

の
存
在
を
根
底
か
ら
崩
し
、

戦
没
者
ご
英
霊
と
の
約
束
を

蔑
ろ
に
す
る
ば
か
り
か
、
国

家
の
誇
り
を
消
失
す
る
も
の

で
断
固
阻
止
す
る
。

　

ま
た
、県
知
事
を
は
じ
め
、

各
自
治
体
首
長
等
の
県
護
國

と
な
る
〝
い
さ
お
会
館
〟
な

ど
の
完
成
、
⑷
五
月
五
日
に

計
画
し
て
い
る
竣
功
報
告
式

典
、
⑸
竣
功
報
告
式
典
の
案

内
状
の
発
送
な
ど
を
説
明
し

了
承
さ
れ
た
。

　

更
に
、
二
月
末
に
行
わ
れ

た
日
本
遺
族
会
役
員
改
選
並

び
に
今
後
の
行
事
予
定
の
報

告
後
、
服
部
副
会
長
が
閉
会

の
言
葉
を
述
べ
、
午
後
三
時

五
十
分
、
合
同
会
議
を
終
了

し
た
。

　

決
定
し
た
平
成
二
十
二
年

度
県
遺
族
連
盟
活
動
方
針
・

事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
。

活
動
方
針
・
事
業
計
画
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神
社
参
拝
、
各
地
方
自
治
体

に
お
け
る
慰
霊
行
事
の
継
続

を
求
め
る
と
共
に
、
英
知
を

結
集
し
、
ご
英
霊
鎮
ま
る
県

護
國
神
社
な
ど
の
未
来
永
劫

の
護
持
を
図
る
。

二
、
処
遇
改
善
運
動
の
推
進

　

尊
い
命
を
国
に
捧
げ
た
戦

没
者
の
遺
族
に
対
す
る
処
遇

は
、
あ
く
ま
で
国
家
補
償
で

あ
り
、
昨
年
末
の
予
算
審
議

で
行
わ
れ
た
よ
う
な
事
業
仕

分
け
対
象
に
な
る
性
格
の
も

の
で
は
な
い
。

　

我
々
は
日
本
遺
族
会
と
の

連
携
を
密
に
し
、
高
齢
化
が

一
段
と
進
ん
で
い
る
戦
没
者

遺
族
の
処
遇
が
、
今
後
と
も

国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
い

て
改
善
さ
れ
る
よ
う
運
動
を

推
進
す
る
。

三
、
組
織
の
充
実
強
化

　

高
齢
化
が
著
し
い
遺
族
会

で
あ
る
が
、
遺
族
会
の
使
命

で
あ
る
英
霊
顕
彰
と
戦
没
者

遺
族
の
福
祉
向
上
は
引
き
続

き
推
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

戦
後
六
十
五
年
が
経
過
し
、

戦
争
の
記
憶
の
風
化
が
進
む

中
、
精
神
的
活
動
で
あ
る
英

霊
顕
彰
運
動
に
対
す
る
理
解

を
得
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

が
、
特
別
弔
慰
金
受
給
者
等

の
未
加
入
者
に
対
し
て
粘
り

強
く
遺
族
会
加
入
へ
の
働
き

か
け
を
行
う
と
共
に
、
女
性

部
は
更
な
る
組
織
充
実
を
図

り
、
遺
族
運
動
へ
の
積
極
的

な
参
画
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
組
織
の
運
営
に
は

財
政
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ

り
、
各
自
治
体
と
の
関
係
強

化
等
、
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
講

じ
て
財
政
の
充
実
を
図
る
と

共
に
、組
織
検
討
委
員
会（
仮

称
）
を
設
置
し
、
県
連
盟
会

費
や
幸
町
会
館
の
運
営
等
、

今
後
の
会
運
営
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

　

更
に
は
、
公
益
法
人
制
度

改
革
に
伴
う
新
法
人
移
行
の

た
め
、
関
係
官
庁
と
の
連
携

を
密
に
し
準
備
に
取
り
か
か

る
。

四�

、
戦
没
者
遺
児
の
慰
霊
友

好
親
善
事
業
及
び
遺
骨
収

集
事
業
等
の
推
進

　

遺
児
に
対
す
る
慰
藉
の
一

環
で
あ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
は
実
施
以
来
十
九
年
を
経

た
が
、
近
年
、
本
県
か
ら
の

参
加
者
は
平
均
十
四
名
程
度

で
あ
り
、
事
業
開
始
以
来
の

参
加
者
は
二
百
二
十
名
余
り

に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
遺
児
へ
の

慰
藉
を
求
め
て
遺
族
会
が
国

に
大
運
動
を
展
開
し
て
実
現

し
た
事
業
で
あ
る
が
、
家
庭

の
事
情
の
ほ
か
、
全
国
の
遺

児
が
対
象
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
単
独
で
の
参
加
を
不
安

視
す
る
声
も
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
各
支
部
遺
族

会
の
協
力
の
も
と
、
事
業
の

意
義
に
つ
い
て
啓
蒙
に
努
め

る
と
共
に
、
機
関
紙
に
お
け

る
広
報
活
動
並
び
に
地
方
公

共
団
体
広
報
誌
へ
の
掲
載
依

頼
な
ど
、
更
な
る
周
知
を
図

り
参
加
者
の
増
大
に
努
め
る
。

　

更
に
政
府
主
催
の
遺
骨
収

集
事
業
に
つ
い
て
も
啓
蒙
に

努
め
、
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
る
。

事
業
計
画

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

⑴�　
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國

神
社
参
拝
の
推
進

　

我
が
国
の
戦
没
者
慰
霊
追

悼
の
中
心
で
あ
る
靖
國
神
社

へ
、
国
を
代
表
す
る
総
理
・

閣
僚
が
参
拝
し
、
英
霊
に
尊

崇
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

独
立
国
と
し
て
の
基
本
で
あ

る
。

　

然
る
に
、
鳩
山
総
理
は
靖

國
神
社
に
参
拝
し
な
い
こ
と

を
明
言
す
る
と
共
に
、
各
閣

僚
に
対
し
て
参
拝
の
自
粛
を

要
請
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
英

霊
へ
の
冒
涜
で
あ
り
、
断
じ

て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

ま
た
、自
民
党
に
対
し
て
、

「
靖
國
参
拝
を
受
け
継
ぎ
英

霊
に
心
か
ら
の
感
謝
と
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
る
」
と
明
記
さ

れ
た
運
動
方
針
の
確
実
な
実

行
を
求
め
る
。

　

こ
の
た
め
、
以
下
に
よ
り

運
動
を
推
進
す
る
。

①�　
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び

メ
ー
ル
に
よ
る
陳
情

　

�　
現
政
権
に
対
し
、
遺
族

の
真
情
を
訴
え
る
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
メ
ー
ル
を
各

市
町
村
遺
族
会
の
会
長
名

等
に
よ
り
送
付
す
る
。

②�　
県
大
会
等
を
開
催
し
、

地
元
選
出
国
会
議
員
に
靖

國
神
社
参
拝
へ
の
理
解
と

協
力
を
要
請
す
る
と
共

に
、
各
支
部
に
お
い
て
も

各
議
員
の
帰
郷
等
の
際
に

面
会
し
陳
情
を
行
う
。

③�　
全
国
大
会
へ
の
参
加
な

ど
、上
京
の
際
、地
元
選
出

国
会
議
員
に
理
解
と
協
力

を
求
め
る
陳
情
を
行
う
。

⑵�　
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施

設
新
設
構
想
の
阻
止

　

平
成
二
十
二
年
度
政
府
予

算
に
建
設
調
査
費
は
計
上
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
鳩
山
内
閣

に
お
い
て
は
、
今
後
、
建
設

に
向
け
た
動
き
が
起
き
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
の
動
向

を
注
視
す
る
と
共
に
、
建
設

に
向
け
て
の
動
き
が
あ
っ
た

場
合
、
政
府
・
国
会
等
に
対

し
て
抗
議
行
動
を
実
施
す
る

な
ど
、
日
本
遺
族
会
と
連
携

し
て
断
固
阻
止
す
る
。

⑶�　
大
東
亜
戦
争
の
正
し
い

歴
史
観
の
確
立

　

日
本
遺
族
会
の
終
戦
六
十

周
年
特
別
委
員
会
の
報
告
書

「
今
後
の
遺
族
会
の
あ
る
べ

き
姿
」
に
基
づ
き
、
東
京
裁

判
史
観
の
払
拭
と
正
し
い
歴

史
観
の
啓
蒙
に
努
め
る
。
更

に
は
、
研
修
会
・
勉
強
会
な

ど
を
開
催
し
、
靖
國
神
社
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
英
霊
顕

彰
運
動
の
知
識
を
深
め
る
。

⑷�　
知
事
等
の
県
護
國
神
社

参
拝

　

戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
は
自

治
体
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
春
秋
の
慰
霊
行
事

及
び
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る

八
月
十
五
日
に
知
事
等
が
参

拝
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

⑸�　
市
町
村
に
お
け
る
慰
霊

祭
等
の
実
施

　

国
の
平
和
と
郷
土
の
平

安
、
家
族
の
幸
せ
を
願
い
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
慰
霊

追
悼
行
事
は
遺
族
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
平
和
を
求
め

る
国
、
地
方
自
治
体
、
地
域

住
民
の
未
来
永
劫
の
責
務
で

あ
り
、
各
自
治
体
や
地
域
住

民
が
率
先
し
て
主
導
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
前

戦
中
の
徴
兵
制
度
に
お
い
て

地
方
自
治
体
が
果
た
し
た
役

割
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
責

任
は
永
遠
に
免
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　

市
町
村
主
催
に
よ
る
慰
霊

祭
等
は
、
た
と
え
戦
没
者
遺

族
の
参
列
が
減
少
し
て
も
、

戦
没
者
に
対
す
る
各
自
治
体

の
責
務
と
し
て
、
更
に
は
地

域
住
民
が
改
め
て
平
和
希
求

を
誓
い
合
う
場
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
を
求
め
る
と
共

に
、
引
き
続
き
児
童
・
生
徒

の
慰
霊
祭
等
へ
の
参
加
を
要

請
す
る
。

　

ま
た
、
護
國
神
社
社
頭
に

お
け
る
慰
霊
祭
催
行
の
継
続

を
自
治
体
等
に
求
め
る
。

⑹�　
県
護
國
神
社
並
び
に
忠

魂
碑
等
の
護
持

　

昨
年
の
奉
賛
会
設
立
以

来
、「
新
い
さ
お
会
館
」
の
建

設
並
び
に「
参
拝
者
待
機
所
、

回
廊
」
の
新
設
な
ど
境
内
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
岡
山

県
護
國
神
社
御
創
立
百
四
十

年
記
念
事
業
は
、
本
年
四
月

末
に
は
同
施
設
の
完
成
を
見

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
遺
族
の
高
齢
化

や
英
霊
顕
彰
に
対
す
る
県
民

意
識
の
低
下
な
ど
に
よ
る
参

拝
者
の
減
少
な
ど
、
神
社
運

営
は
更
に
厳
し
さ
を
増
す
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
神
社
並
び
に

崇
敬
者
総
代
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
岡
山
県
民
の
神
社
で

あ
る
と
の
意
識
向
上
の
た
め

の
広
報
活
動
を
実
施
す
る
と

共
に
、
若
年
層
か
ら
共
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い
企

画
の
実
施
等
、
参
拝
環
境
の

充
実
を
図
り
参
拝
者
の
増
大

を
図
る
。

　

ま
た
、
各
地
に
建
立
さ
れ

て
い
る
忠
魂
碑
等
の
護
持
を

図
る
た
め
の
研
究
を
行
う
と

共
に
、
地
元
選
出
国
会
議
員

並
び
に
各
自
治
体
議
員
等
に

対
し
、
護
持
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
。

⑺　

そ
の
他

①�　
靖
國
神
社
、
県
護
國
神

社
の
慰
霊
行
事
等
へ
の
奉

賛
協
力
。

②�　
市
、
町
、
村
、
地
区
等

の
慰
霊
行
事
等
へ
の
奉
賛

協
力
。

③�　
旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事

に
対
す
る
奉
賛
協
力
。

④�　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

の
遺
族
代
表
の
派
遣
。

⑤�　
戦
没
者
慰
霊
研
修
事
業

の
実
施
。

⑥�　
外
国
地
域
並
び
に
沖
縄

地
域
等
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝

の
実
施
。

⑦�　
沖
縄
県
に
お
け
る
「
平

和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」
へ

の
参
加
協
力
。

　

岡
山
県
遺
族
政
治
連
盟
は

三
月
二
十
八
日
に
岡
山
市
内

で
総
会
を
開
催
し
、
次
期
参

議
院
議
員
選
挙
の
岡
山
選
挙

区
自
民
党
公
認
候
補
者
「
山

田
み
か
」
氏
に
対
す
る
自
民

党
岡
山
県
支
部
連
合
会
（
村

田
吉
隆
会
長
）
か
ら
の
推
薦

申
請
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
同
日
、
満
場
一
致
で
同

政
治
連
盟
か
ら
の
推
薦
を
決

定
し
た
。

岡
山
選
挙
区
で

「
山
田
み
か
」氏
の
推
薦
を
決
定

岡
山
県
遺
族
政
治
連
盟
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二
、
処
遇
改
善
運
動
の
推
進

⑴�　
公
務
扶
助
料
等
の
改
善

　

受
給
者
の
平
均
年
齢
約
九

十
二
歳
、
受
給
者
数
は
約
九

万
人
を
割
る
状
況
下
、
遺
族

に
支
給
さ
れ
る
公
務
扶
助
料

等
の
使
途
を
考
察
す
れ
ば
、

医
療
費
・
日
常
生
活
費
な
ど
、

生
き
て
行
く
た
め
の
重
要
な

糧
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
は
こ
の
現
状
を
直
視

し
、
引
き
続
き
国
家
補
償
の

理
念
に
基
づ
き
改
善
が
行
わ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

⑵�　
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の

改
善

　

特
別
弔
慰
金
は
、
国
が
あ

ら
た
め
て
遺
族
に
弔
意
を
表

す
も
の
で
あ
り
、国
に
尊
い
命

を
捧
げ
た
戦
没
者
を
忘
れ
な

い
と
い
う
証
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
務
扶
助
料
等
受
給
者

が
失
権
し
た
場
合
、速
や
か
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
制
度
の
改
善
を
求
め
る
。

⑶�　
諸
法
規
改
正
事
項
の
普

及
指
導

　

諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及

指
導
の
ほ
か
、
引
き
続
き
特

例
特
別
弔
慰
金（
24
万
円
、六

年
償
還
）の
請
求
漏
れ
が
な
い

よ
う
広
報
活
動
に
努
め
る
。

三
、
組
織
の
充
実
強
化

⑴　

組
織
の
充
実
強
化

①�　
戦
没
者
の
遺
児
は
組
織

の
中
核
と
し
て
、
会
の
運

営
、
諸
行
事
の
企
画
等
に

参
画
し
組
織
の
活
性
化
を

図
る
。

　

�　
ま
た
、「
女
性
部
」
は
組

織
未
加
入
の
女
性
遺
児
の

加
入
促
進
に
努
力
す
る
と

共
に
、
男
性
遺
児
の
配
偶

者
等
に
も
入
部
を
働
き
か

け
、部
会
の
充
実
を
図
る
。

②�　
遺
族
運
動
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
役
員
研

修
会
等
を
開
催
す
る
。

　

�　
ま
た
、
各
支
部
は
遺
児

会
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
等
を
開
催
し
、
後
継
者

と
し
て
の
意
識
向
上
に
努

め
る
と
共
に
、
特
別
弔
慰

金
受
給
者
に
特
別
弔
慰
金

の
主
旨
、
運
動
の
経
緯
を

説
明
し
て
遺
族
運
動
へ
の

理
解
を
求
め
、
組
織
へ
の

加
入
を
働
き
か
け
る
。

　

�　
更
に
、
研
修
旅
行
、
靖

國
神
社
参
拝
な
ど
の
各
種

行
事
や
、「
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
等
、

組
織
加
入
へ
の
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

③�　
会
員
調
査
を
実
施
し
、

遺
族
会
員
の
把
握
に
努
め

る
と
共
に
、
組
織
検
討
委

員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

県
連
盟
会
費
や
幸
町
会
館

の
運
営
等
、
今
後
の
会
運

営
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

�　
更
に
は
、
公
益
法
人
制

度
改
革
に
伴
う
新
法
人
移

行
の
た
め
、
関
係
官
庁
と

の
連
携
を
密
に
し
て
準
備

に
取
り
か
か
る
。

④�　
支
部
に
お
い
て
は
、
運

動
基
金
の
拠
出
・
会
費
の

見
直
し
等
、
あ
ら
ゆ
る
方

途
を
講
じ
て
財
政
整
備
を

図
る
。

⑤�　
英
霊
顕
彰
、
戦
没
者
遺

族
の
福
祉
向
上
な
ど
、
遺

族
運
動
に
対
す
る
行
政
の

理
解
と
支
援
は
欠
か
せ
な

い
。
厳
し
い
社
会
状
況
・

財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

県
本
部
・
各
支
部
共
に
、

引
き
続
い
て
各
自
治
体
へ

の
支
援
を
働
き
か
け
る
。

⑥�　
遺
族
運
動
へ
の
理
解
と

意
識
の
向
上
を
得
る
た

め
、
機
関
紙
「
い
さ
お
新

聞
」
の
紙
面
の
充
実
と
遺

児
世
代
の
購
読
拡
大
に
努

力
す
る
と
共
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
遺

族
会
の
活
動
内
容
を
遺
族

会
員
の
み
な
ら
ず
、
広
く

一
般
に
伝
達
す
る
。

　

�　
ま
た
、
日
本
遺
族
通
信

の
購
読
拡
大
に
協
力
す
る
。

⑵�　
福
祉
充
実
に
関
す
る
事

業
①�　
老
齢
者
福
祉
事
業
の
推

進

　

イ�　
「
敬
老
の
日
」を
中
心

に
、
百
歳
に
な
ら
れ
た

戦
没
者
ご
遺
族
や
、
一

人
暮
ら
し
の
戦
没
者
父

母
並
び
に
妻
へ
の
慰
問

を
実
施
す
る
。

　

ロ�　
各
支
部
に
お
い
て

は
、
一
人
暮
ら
し
の
遺

族
に
対
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
家
庭
の

訪
問
、
話
し
相
手
等
）

を
実
施
す
る
。

　

ハ　

そ
の
他

②�　
遺
族
相
談
に
関
す
る
業

務
。

四�

、
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善

事
業
及
び
遺
骨
収
集
事
業

等
の
推
進

⑴�　
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善

事
業

　

戦
没
者
遺
児
に
対
す
る
慰

藉
の
一
環
で
あ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
は
、
亡
き
父
の
現

地
慰
霊
を
通
じ
て
、
あ
ら
た

め
て
平
和
の
大
切
さ
と
英
霊

顕
彰
の
意
味
を
考
え
る
貴
重

な
機
会
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
に
お
い
て

は
機
関
紙
「
い
さ
お
新
聞
」

に
お
い
て
、参
加
者
の
意
見
・

感
想
文
等
を
掲
載
す
る
な
ど

広
報
活
動
に
努
め
て
事
業
の

一
層
の
周
知
を
図
る
と
共

に
、
地
方
公
共
団
体
の
広
報

誌
へ
の
掲
載
依
頼
を
行
い
参

加
者
の
増
大
に
努
め
る
。

　

各
支
部
に
お
い
て
は
、
会

合
や
研
修
会
等
に
お
い
て
参

加
者
の
体
験
発
表
の
場
を
設

け
事
業
の
意
義
を
訴
え
る
。

◎�

平
成
22
年
度
実
施
予
定

（
15
地
域
／
予
定
）

　

�

①
旧
満
州
、
②
旧
ソ
連
、

③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

④
中
国
、
⑤
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

⑦
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
⑧
パ

ラ
オ
諸
島
、
⑨
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

⑪
イ
ン
ド
、⑫
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
⑬
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
⑭
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
、
⑮
洋
上
慰
霊
（
沖

縄
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
域
、
小
笠

原
諸
島
）

⑵　

遺
骨
収
集
事
業
等

①�　
戦
後
六
十
五
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
今
日

も
な
お
、
多
く
の
ご
遺
骨

が
故
郷
へ
の
帰
還
を
果
た

せ
ず
に
い
る
。
ご
遺
骨
の

早
期
収
集
の
た
め
、
更
な

る
事
業
の
拡
大
を
政
府
に

求
め
る
と
共
に
、
機
関
紙

等
で
の
広
報
活
動
や
春
秋

の
慰
霊
行
事
の
際
の
啓
蒙

運
動
な
ど
を
通
じ
て
、
事

業
へ
の
協
力
を
募
る
。

◎�

平
成
22
年
度
実
施
予
定

（
11
地
域
／
予
定
）

　

�

①
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
②
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
③
ビ
ス

マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤

ア
ッ
ツ
島
、
⑥
パ
ラ
オ
、

⑦
イ
ン
ド
、
⑧
沖
縄
・
硫

黄
島
、
⑨
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

地
方
、
⑩
沿
海
地
方
、
⑪

モ
ン
ゴ
ル

②�　
日
本
遺
族
会
主
催
の
戦

跡
慰
霊
巡
拝
事
業
へ
の
参

加
を
促
進
す
る
。

◎�

平
成
22
年
度
実
施
予
定

（
2
地
域
／
予
定
）

　

�

①
硫
黄
島
、
②
フ
ィ
リ
ピ

ン

五
、
そ　

の　

他

⑴�　
戦
没
者
遺
族
の
心
の
拠

り
所
で
あ
る
九
段
会
館
の

運
営
に
協
力
す
る
。

⑵�　
遺
族
諸
問
題
解
決
の
た

め
関
係
諸
団
体
と
の
緊
密

な
る
連
携
を
図
る
。

　
私
が
死
ん
だ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
軍
少
尉
　
山 

川
　
弘 

至 

命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
一
日�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
屏
東
南
飛
行
場
に
て
戦
死�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
郡
上
郡
八
幡
町
出
身
　
二
十
八
歳

　
私
が
死
ん
だ
ら
　
私
は
青
い
草
の
な
か
に
う
づ
ま
り
　
こ
け
む
し
た
ち
ひ
さ
な
石

を
か
づ
き
　
青
い
大
空
の
し
づ
か
な
く
も
の
ゆ
き
か
ひ
を
　
い
つ
ま
で
も
だ
ま
っ
て

な
が
め
て
ゐ
や
う
。

そ
れ
は
か
な
し
く
も
な
く
う
れ
し
く
も
な
く
　
何
と
な
つ
か
し
く
た
の
し
い
す
ま
ひ

で
あ
ら
う
。

白
い
雲
が
お
と
な
く
な
が
れ
　
嵐
が
時
に
う
な
つ
て
頭
上
の
木
々
を
ゆ
す
ぶ
り
　
あ

る
朝
は
名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
来
て
ち
ち
と
な
き
　
春
が
く
れ
ば
あ
か
い
う
ら
青
い
芽
が

ふ
き
出
し
て
　
私
の
あ
た
ま
の
う
へ
の
土
を
も
た
げ
　
わ
た
し
の
か
づ
い
て
ゐ
る
石

に
は
　
無
数
の
紅
の
花
び
ら
が
ま
ふ
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
音
も
な
く
私
の
ね
む
る
土
に
ち
り
う
づ
み
　
や
が
て
秋
が
く
る
と
枯
葉
が
日

毎
一
面
に
ち
り
し
く
だ
ら
う
。

私
は
そ
こ
で
た
の
し
く
も
な
く
か
な
し
く
も
な
く
　
ぢ
つ
と
土
を
か
づ
い
て
な
が
い

ね
む
り
に
入
る
だ
ら
う
。

そ
れ
は
な
ん
と
な
つ
か
し
い
こ
と
か
。

黒
く
し
め
つ
た
に
ほ
ひ
を
た
だ
よ
は
せ
　
私
の
祖
父
や
曾
祖
父
や
　
そ
の
さ
き
幾
代

も
幾
代
も
の
先
祖
た
ち
が
　
や
は
り
し
づ
か
に
ね
む
る
な
つ
か
し
い
土
　
そ
の
土
の

香
に
な
つ
か
し
い
日
本
の
香
を
か
ぎ
　
青
い
日
本
の
空
の
下
で
　
私
は
日
ご
と
こ
け

む
す
石
を
か
づ
き
　
天
ゆ
く
風
の
お
と
を
き
く
だ
ら
う
。

そ
し
て
時
に
は
時
雨
が
そ
よ
そ
よ
と
わ
た
り
　
あ
る
と
き
は
白
い
雪
が
き
れ
い
に
う

づ
め
る
だ
ら
う
。

そ
れ
は
な
ん
と
な
つ
か
し
い
こ
と
か
。

そ
こ
は
父
祖
の
み
魂
の
こ
も
る
日
本
の
土
　
そ
こ
で
わ
た
し
は
ぢ
つ
と
い
こ
ひ
つ
つ

　
い
つ
ま
で
も
こ
の
国
土
を
な
が
め
て
ゐ
た
い
。

た
だ
わ
た
し
の
ひ
と
つ
の
ね
が
ひ
は

─
ね
が
は
く
は
　
花
の
も
と
に
て
　
春
死
な
ん

　
　
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
　
も
ち
月
の
こ
ろ
─�

（
原
文
の
ま
ま
）　

【
平
成
二
十
二
年
四
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】



（四）
平成22年
4月 1日（昭和二十五年八月十日第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 4 0 ）� 毎月一日発行

　
厚
生
労
働
省
か
ら
日
本
遺
族
会
が
委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
は
本
年
度
、
事
業
実
施
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
洋
上
慰
霊
の
ほ
か
全
十
五
地
域
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
日
本
遺
族
会
で
は
現
在
、
旧
満
州
、
旧
ソ
連
・
樺
太
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
各
地
域
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
地
域
の
関

係
遺
児
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
県
遺
族
連
盟
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

参
加
者
の
募
集
始
ま
る

平成22年度

は
延
期
・
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め

ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

実
施
地
域
（
周
辺
公
海
上

を
含
む
）
で
父
等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
に
限
る
。

▼
協
賛
金　

十
万
円

▼
集
合
場
所
等

⑴�　
東
京
都
集
合
で
す
。
但

し
、
洋
上
慰
霊
は
神
戸
市

を
予
定
。

⑵�　
集
合
場
所
及
び
解
散
場

所
か
ら
自
宅
ま
で
の
交
通

機
関
等
は
参
加
者
自
身
で

お
手
配
下
さ
い
。

⑶�　
集
合
場
所
で
結
団
式
・

渡
航
手
続
き
・
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

▼
実
施
地
域
等

　

実
施
計
画
概
要
の
と
お

り
。（
他
の
地
域
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
、
本
紙
に
掲
載
し

ま
す
）

※�

実
施
時
期
・
巡
拝
地
域
等

は
、
交
通
機
関
や
相
手
国

等
の
事
情
で
変
更
、
或
い

年
記
念
事
業
と
し
て
、
船
舶

を
借
り
上
げ
て
通
常
実
施
が

困
難
な
海
域
の
洋
上
慰
霊
を

来
年
三
月
に
計
画
す
る
と
共

に
、
事
業
開
始
以
来
は
じ
め

て
樺
太
地
域
を
実
施
す
る
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
多
く

の
遺
児
の
方
々
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
す
様
ご
案
内
申
し

　
「
一
度
は
亡
き
父
の
戦
没

地
を
訪
れ
慰
霊
し
た
い
」
と

の
戦
没
者
遺
児
の
要
望
を
受

け
て
平
成
三
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
は
、
平
成
二
十

二
年
度
に
事
業
開
始
二
十
周

年
を
迎
え
る
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
二
十
周

平成22年度実施計画概要
実施地域 実施時期 申込締切

旧 満 州 8月 3日㈫～
8月12日㈭ 6月18日

旧 ソ 連・樺 太 8月18日㈬～
8月26日㈭ 7月 2日

西部ニューギニア 8月27日㈮～
9月 5日㈰ 7月13日

中 国 9月 7日㈫～
9月15日㈬ 7月26日

東部ニューギニア 9月18日㈯～
9月25日㈯ 8月 4日

＊実施時期の日数には東京都内等の集合日が含まれる。

　

こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
省

主
催
に
よ
る
平
成
二
十
二
年

度
慰
霊
巡
拝
の
事
業
概
要
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
地

域
の
ご
遺
族
で
参
加
希
望
の

方
は
岡
山
県
保
健
福
祉
課
援

護
班
（
電
話
〇
八
六
─
二
二

六
─
七
三
二
〇
／
直
通
）
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
実
施
地
域
・
日
程
等

　

上
記
の
「
事
業
概
要
」
の

と
お
り
。

▼
参
加
資
格  

実
施
地
域
に

お
け
る
戦
没
者
遺
族
（
配
偶

者
、
子
、
兄
弟
姉
妹
）
で
、

長
途
の
旅
行
及
び
現
地
の
気

候
風
土
に
耐
え
ら
れ
る
方
。

　

な
お
、
初
め
て
の
参
加
者

が
優
先
さ
れ
、
原
則
と
し
て

過
去
五
年
以
内
に
厚
生
労
働

省
主
催
の
慰
霊
巡
拝
に
参
加

さ
れ
た
方
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。（
但
し
、
定
員
に
空
き
が

あ
る
場
合
は
参
加
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▼
参
加
費
用  

概
算
諸
所
要

額
は
外
国
旅
費
（
航
空
賃
、

宿
泊
代
、
食
事
等
。
※
硫
黄

島
は
宿
泊
代
、
食
事
等
）
で
、

こ
の
ほ
か
、
国
内
の
往
復
旅

費
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
者
に
は
国
家

公
務
員
等
に
関
す
る
法
律
等

に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
旅
費

（
外
国
及
び
国
内
旅
費
）の
三

分
の
一
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

慰
霊
巡
拝
の

ご
案
内

厚
生
労
働
省
主
催

平成22年度慰霊巡拝事業概要
派　　遣　　地　　域 実施予定期間 実施

期間
派遣
人数

申込締切
（岡山県締切）

概　算
所要額区分 地　　　　名

1

旧ソ連

イルクーツク地方 8月21日㈯～ 9月 2日㈭ 13日間 15名 5 月17日㈪ 465,000
2 ザバイカル地方 8月29日㈰～ 9月10日㈮ 13日間 15名 5 月17日㈪ 383,000
3 アムール地方 9月 5日㈰～ 9月17日㈮ 13日間 15名 5 月31日㈪ 389,000
4 ハバロフスク地方 9月 5日㈰～ 9月17日㈮ 13日間 15名 5 月31日㈪ 419,000
5 中　国 東北地区 9月 1日㈬～ 9月11日㈯ 11日間 10名 6 月 1 日㈫ 229,000

6

南　方

インドネシア（ 1班） 10月22日㈮～10月30日㈯ 9日間 15名 6 月21日㈪ 559,000
インドネシア（ 2班） 391,000

7 東部ニューギニア（ 1班） 11月13日㈯～11月20日㈯ 8日間 30名 7 月16日㈮ 317,000
東部ニューギニア（ 2班） 394,000

8 ミャンマー（ 1班） 12月 3 日㈮～12月11日㈯ 9日間 30名 8 月13日㈮ 196,000
ミャンマー（ 2班） 248,000

9 マリアナ諸島 1月22日㈯～ 1月29日㈯ 8日間 20名 9 月17日㈮ 185,000
マリアナ諸島（分派班） 210,000

10 トラック諸島 1月22日㈯～ 1月29日㈯ 8日間 15名 9 月17日㈮ 228,000

11
フィリピン（ 1班）

2月 2日㈬～ 2月11日㈮ 10日間 60名 9 月24日㈮
231,000

フィリピン（ 2班） 237,000
フィリピン（ 3班） 272,000

12 ギルバード諸島 2月26日㈯～ 3月 4日㈮ 7日間 15名 10月21日㈭ 261,000
13 国　内 硫黄島（第 1次） 11月 9 日㈫～11月10日㈬ 2日間 50名 7 月16日㈮ 10,000
14 硫黄島（第 2次） 2月16日㈬～ 2月17日㈭ 2日間 100名 10月21日㈭ 14,000

（注）実施時期、期間等は、相手国の都合等により変更することがあります。



（五）
平成22年
4月 1日 （昭和二十五年八月十日第三種郵便物認可） い さ お 新 聞 毎月一日発行� （ １ １ 4 0 ）

「新いさお会館」

「新いさお会館」中央廊下

境内から社殿を望む

参拝者待機所・回廊

　拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、ご英霊鎮まる岡山県護國神社の未来永劫の護持を目標に境内整備を進めています御創立140年記念事業
は、昨年 3月末の奉賛会設立以来、戦没者ご遺族をはじめ県下各方面からの絶大なるご賛同をいただき、お陰を
もちまして事業の柱となります「いさお会館」並びに「参拝者待機所・回廊」の竣功を迎えることとなりました。
これもひとえに戦没者ご英霊への皆様方の想いの賜物と謹んで御礼申し上げます。
　つきましては、日本遺族会より古賀会長、水落常任顧問らご来賓多数のご臨席をいただき、下記により「竣功
奉告式典」を執り行いますので、ご遺族皆様方には万障お繰り合わせのうえ、ご参列を賜ります様ご案内申し上
げます。� 敬具　

記

　　　　 1．日　時　　平成22年5月5日㈬（子供の日）
　　　　　　　　　　　当日、午前10時から行われる岡山県戦没者春季慰霊祭終了後、開式。
　　　　　　　　　　　（概ね11時10分開式、11時40分閉式）

　　　　 2．場　所　　岡山市中区奥市「岡山県護國神社」社殿
　　　　　　　◎参列に際しましては、式典終了時までご臨席を賜ります様お願いいたします。
　　　　　　　◎当日、新いさお会館及び参拝者待機所内の手洗は使用できます。

岡山県護國神社御創立140年記念事業

「いさお会館並びに参拝者待機所・回廊」
竣功奉告式典のご案内



（六）
平成22年
4月 1日（昭和二十五年八月十日第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 4 0 ）� 毎月一日発行

平
成
二
十
二
年
四
月
行
事
表

3
日　

県
護
國
神
社
御
創
立
記
念
日
祭
・
崇
敬
会
祭
（
県
護
國
神
社
）

4
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
瀬
戸
公
民
館
）

5
日　

岡
山
市
津
高
地
区
遺
族
会
総
会
（
岡
山
市
内
）

6
日　

第
一
回
選
挙
対
策
本
部
会
議
（
九
段
会
館
）

7
日　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
総
会
（
神
崎
緑
地
プ
ラ
ザ
）

　
　
　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
竹
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭（
県
護
國
神
社
）

8
日　

岡
山
県
ビ
ル
マ
会
春
季
大
祭
（
岡
山
市
・
蓮
昌
寺
大
仏
殿
）

11
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
総
会
（
瀬
戸
公
民
館
）

12
日　

岡
山
市
北
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
会
（
愛
媛
県
方
面
）

17
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

遺
族
会
の
動
き

　

募
集
要
項

▼
募
集
人
員　

二
百
人

　

但
し
、
①
戦
没
者
遺
族
で

あ
る
こ
と
（
家
族
ご
一
緒
の

参
加
も
歓
迎
）
②
約
八
・
五

㎞
の
道
程
を
行
進
で
き
る
健

康
な
方
。

▼
実
施
期
間　

六
月
二
十
二

日
㈫
～
二
十
四
日
㈭
（
二
泊

三
日
）

▼
日
程

【
22
日
㈫
】那
覇
市
内
ホ
テ
ル

集
合
～
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
沖
縄

県
遺
族
連
合
会
と
の
共
催
で

毎
年
、
沖
縄
戦
終
結
の
日
で

あ
る
六
月
二
十
三
日
に
実
施

し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願

慰
霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
世
界
に
類
を

式
前
夜
祭

【
23
日
㈬
】平
和
祈
願
大
会
～

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
～
平

和
祈
願
慰
霊
大
行
進
懇
親
会

【
24
日
㈭
】
朝
食
後
、
流
れ
解

散▼
集
合
日
時
及
び
場
所

　

六
月
二
十
二
日
午
後
三
時

か
ら
那
覇
市
西
三
丁
目
六
─

一
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル

沖
縄
（
宿
舎
）」
で
受
付
開

始
。

▼
参
加
費
用　

約
二
万
八
千

円
。
参
加
費
に
は
宿
泊
費
、

見
な
い
激
し
い
戦
い
が
行
わ

れ
た
沖
縄
戦
で
、
雨
期
の
中

を
糸
満
市
か
ら
摩
文
仁
ま

で
、
苦
難
の
撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
将
兵
や
一
般
住
民

た
ち
の
歩
い
た
道
（
約
八
・

五
㎞
）
を
行
進
し
、
沖
縄
戦

を
後
世
に
伝
え
る
と
共
に
、

食
事
代
、
懇
親
会
費
、
バ
ス

借
上
代
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

※�

自
宅
か
ら
沖
縄
ま
で
の
航

空
券
は
各
自
で
手
配
し
て

い
た
だ
き
、航
空
運
賃
等
、

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交

通
費
は
個
人
負
担
で
す
。

※�

宿
舎
は
二
人
又
は
三
人
の

部
屋
割
が
基
本
に
な
り
ま

す
の
で
、
予
め
ご
承
知
お

き
願
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　

五
月
二
十
五
日
（
日
遺
締

切
）

世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
願
す

る
も
の
で
、
今
年
で
四
十
九

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
県
遺

族
連
盟
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
参
加
申
込
書
を
送
り

ま
す
。

　
　
　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
並
び
に
市
郡
遺
族
連
合
会
会

長
合
同
会
議
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

　
　
　

真
庭
市
月
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
月
田
天
神
山
忠
魂
碑
）

19
日　

新
見
市
上
市
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
メ
モ
リ
ー
ホ
ー
ル
新
見

会
館
）

21
日　

靖
國
神
社
春
季
例
大
祭
（
靖
國
神
社
）
23
日
ま
で

22
日　
和
気
郡
和
気
町
佐
伯
地
域
戦
没
者
招
魂
祭（
学
び
館「
サ
エ
ス
タ
」）

23
日　

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
戦
没
者
合
同
招
魂
祭
（
牛
窓
町
公
民
館
）

　
　
　

和
気
郡
和
気
町
和
気
地
域
戦
没
者
慰
霊
祭�

�

（
和
気
町
総
合
福
祉
Ｃ
）

24
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
津
山
総
合
福
祉
会
館
）

　
　
　

笠
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
（
笠
岡
市
民
会
館
）

26
日　

県
護
國
神
社
御
創
立
百
四
十
年
記
念
事
業
「
い
さ
お
会
館
・

参
拝
者
待
機
所
・
回
廊
」
清
祓
の
儀
（
県
護
國
神
社
）

30
日　

美
作
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
美
作
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

平
成
二
十
二
年
五
月
行
事
表

1
日　

岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
護
國
神
社
研
修
所
）

3
日　

比
島
観
音
春
季
例
祭
典
（
最
上
稲
荷
・
比
島
観
音
前
）

5
日　

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
・
県
護
國
神
社
御
創
立
百
四
十
年
記
念

事
業
竣
功
奉
告
式
典
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

倉
敷
市
児
島
戦
没
者
慰
霊
祭
（
中
山
忠
魂
碑
）

　
　
　

真
庭
市
落
合
町
護
國
神
社
春
季
大
祭
（
落
合
町
護
國
神
社
）

6
日　

県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

都
窪
郡
早
島
町
遺
族
会
総
会
（
早
島
町
中
央
公
民
館
）

8
日　

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
女
性
部
総
会
並
び
に
母
に
感
謝
す

る
会
（
岡
山
憩
い
の
村
）

11
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
総
会（
く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
）

14
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
牛
窓
町
公
民
館
）

17
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
）

　
　
　

笠
岡
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
笠
岡
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

21
日　

高
梁
市
高
梁
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
・
総
会
（
高
梁
総
合
福
祉
Ｃ
）

23
日　

倉
敷
市
児
島
遺
族
連
合
会
総
会
（
児
島
文
化
Ｃ
）

24
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
新
見
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

25
日　

井
原
市
戦
没
者
追
悼
式
（
井
原
市
民
会
館
）

26
日　

備
前
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
備
前
市
役
所
）

27
日　

日
遺
理
事
会
・
評
議
員
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
・
総
会
（
九
段
会
館
）

28
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
職
員
共
済
会
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議�

�

（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
九
段
会
館
）

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

糸
満
か
ら
摩
文
仁
ま
で
八
・
五
㎞
を
行
進

平成22年 4 月吉日

ご 遺 族 様 岡山県戦没者
顕彰会会長　小 田 春 人

　謹啓　陽春の候　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、恒例の岡山県戦没者春季慰霊祭を下記により執り行いますの
で、万障お繰り合わせのうえご参列下さいますようご案内申し上げます。
　なお、東山電停より護國神社の間を、無料バスにより送迎を行います
ので、多数ご参列下さいます様お願いいたします。� 敬具　

記

1．日　　時　 5月 5日㈬　10時から（雨天にかかわらず執行）
　　　　　　　※�5 月 6 日㈭は護國神社春季慰霊大祭が10時から執り行

われます。
2．祭　　場　岡山市中区奥市 3−21　岡山県護國神社
3．協賛行事　 5月 5日 � 5 月 6 日

備中神楽　華 道 展 備中神楽　詩　　吟
吉 備 舞 吉 備 舞　華 道 展
詩 吟 舞 銃 剣 道

1．	自家用車駐車場はありません。電車・バス等をご利用下さい。
2．	電車・バス等でご参拝の方は、無料送迎バスを運行（約 5分間隔）
していますので、ご利用下さい。

　　＊運行区間　東山電停～表参道鳥居前～護國神社間
　　＊運行時間　午前 9時～12時
3 ．	当日参列のご遺族 1人に 1個、記念品を差し上げます。
4．	ご希望の方には後楽園・博物館入場券を差し上げます。
5．	参列に際しましては、慰霊祭終了まで会場にご臨席いただきます様
お願いいたします。

　

本
年
三
月
末
を
持
っ
て
規
定
に
よ
り
定
年
を
迎
え
ら
れ

た
藤
田
幸
子
、
渡
邊
千
恵
子
両
事
務
局
職
員
は
、
引
き
続

き
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ


